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論

㎜臨

植
民
地
の
財
政
政
策

「繍
圃
告
て
(
三
)

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て

第
十

一
巻

(第
六
號

二
〇
)

七
二
四

(
=
こ

'

山

本

美

越

乃

の

輸
出
税

喩
山
祝

の
賦
課
に
關
し
て
は
學
者
間
に
異
説
な
き
に
井
す
ε
雌
も
、
文
明
國
に
於
て
は
輸
出
品
に

封
ず

る
課
税
は
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
の
他
は
之
を
是
認
す

べ
か
ら
ざ
る
理
由
あ
る
も
、
植
民
地
に
在
り
て
は
此

の
種

の
課
税
も
亦
良
好
な
る

一
敗
入
源
を
形
造
る
.の
み
な
ら
す
、
輸
出
税
を
賦
課
せ
ら
る
べ
き

『
植
民
地
特
有
の

貨
物
」
は
、
之
あ
る
が
爲

め
に
輸
入
國
に
於
け
る
消
費
に
著
き
影
響
を
及
ぼ
す
が
如
き
こ
ε
な
き
を
蓮
常
ε
す
、殊

に
輸
出
税
は
其
の
産
額

に
限
り
あ
る
貨
物

に
樹
し
て
は
寧
ろ
必
要
に
し
て
、
裸
視
の
結
果
斯
か
る
貨
物
の
消
費
を

適
度
に
調
節
せ
し
む
る
こ
ざ
を
得
る
の
利
み
り
、
現
今
文
明
國

に
於
て
輸
出
税
を
課
す
る
も
の
な
き
所
以
は
、
各

國
は
鋭
意
園
内
産
業
の
畿
達
を
計
り
、
通
商
貿
易
を
盛

ん
な
ら
し
め
ん
ε
す

る
の
方
針
を
探
b

つ
つ
あ
る
が
故
に
、

輸
出
品

に
謝
し
て
課
税
す
る
が
如
き
は
此

の
本
旨

ざ
相
容
れ
ざ

る
も
の
あ
る
を
以
て
な
り
、
然

る
に
植
民
地

は
往

々
之
ざ
其
の
事
情
を
異
に
せ
る
も
の
あ
り
、
殊

に
温
帯
圏
外
に
於
け
る
植
民
地

よ
り
輸
出
せ
ら

る
る
貨
物
の
如
き

は
、
特
殊
の
性
質
を
有
す

る
自
然
的
産
物
其
の
多
き
に
居
り
、
現
今
の
文
明
諸
國
に
於
て
は
之
を
生
産

せ
ん
ビ
す

る
も
不
可
能
な
る
事
情
あ
る
が
敢
に
、
斯

か
る
貨
物
を
需
要
す
る
所

に
在
り
て
は
、
假
令
輸
出
税
の
賦
課
に
依
り

て
多
少
其

の
慣
絡
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
ε
あ
り
巴
も
、
之
が
爲
め
に
著
く
需
要
を
減
す

る
、が
如
き
こ
ε
な
か
%
べ



魑

く
.
否
時
円
し
て
は
之
を
自
由
に
放
任
せ
ば
容
易

に
番
滅
す

べ
か
b
し
富
源
を
、
輸
出
税

の
賦
課
に
依
り
て
保
存

せ
し
む
る
こ
ご
を
得

る
の
利
益
を
俘

ふ
こ
ε
あ
り
、
例

へ
ば
熱
帯
植
民
地
の
特
産
物
陀
る
象
牙

。
朋
毛
等
の
如
き

は
之
に
厨
す
、
蓋
し
是
等
の
貨
鵜
に
射
し
て
輸
出
税
を
賦
課
せ
ざ
る
特
は
、
少
く
ご
も
其

の
課
税
額

だ
け
は
廉
償

に
販
費
し
得

べ
き
を
以
て
、
償
格
の
低
廉
は
鹸
…出
の
増
加
を
促

し
、
從
て
比
較
的
短
日
月
間
に
植
民
地
の
富
源
を

壷
滅
せ
し
む
る
ζ
至
る
の
虞
れ
あ
り
、
故

に
植
民
地
の
政
策
ご
し
て
は
輸
入
國
に
於
け
る
需
要
を
著
く
減
少
せ
し

め
ざ
る
程
度
に
於
て
成

る
べ
く
高
僧
を
維
持
せ
し
め
、
其

の
富
源
を
保
存
す

る
ε
共
に
又
之
よ
り
生
す
る
牧
人
を

多

か
ら
し
め
ん
こ
ご
に
努
む
る
を
以
て
得
策
ご
す
。

以
上
の
他
輸
…山
税
賦
課

の
理
由
を
或
は
植
民
地

に
於
け
る
財
源

の
僅
少

に
騙
し
、
或
は
植
民
地
産
業
の
獲
蓮
の

爲
め
.に
原
料

の
鑑
出
を
防
止
す
る
の
必
要
に
締
す

る
の
説
な
き
に
非
す

ε
難
も
、
是
等
は
未
・だ
以
て
輸
出
税
の
賦

課
を
是
認
せ
し
む

べ
き
有
力
な
る
理
由
ご
な
す

に
足
ら
す
、
蓋
し
前
説
に
嫁

る
時

は
植
民
地
の
財
源

に
し
て
豊
富

な
る
場
合

に
は
輸
出
椀
の
如
き
は
之
を
贋
止
す
る
も
可
な
る
こ
ざ
ε
な
る
も
、
植
民
地

に
於
て
輸
出
税
を
賦
課
す

る
目
的
は

軍
に
之
よ
.り
牧
人
を
得
ん
ε
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ざ

る
こ
ε
は

既

に
述

べ
た
る
所
の
如
く
、

又
後
議

の
如
き
も
植
民
地

ぽ

一
般
に
勢
力
及
資
本

の
供
給
に
不
利
な
る
事
情

あ
る
に
拘
ら
す
、
軍
に
原
料
の
存
す
る
こ
ε

を
唯

一
の
理
由
こ
し
て
製
造
工
業
の
速
進
を
計
ら
ん
ざ
す

る
よ
り
は
、
其

の
獲
達

一
定
の
程
度
に
達
し
少
く
ε
も

二
次
的
産
業
の
開
獲
に
必
要
饑
く
可
か
ら
ざ
る
諸
種
の
條
件
を
具
備
す
る
に
至
る
迄
は
專

36
原
料
の
生
産

ド
秘
事

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
毒
て
(三
)

第
十
「巻

(第
六
號

一
=
)

七
二
五

「

9



論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
(三
)

第
十
[
.
巻

く第
六
號
.
二
二
)

七
二
六
層

し
、
之
が
不
足
に
苦
み

っ
つ
あ
る
地
方
に
最
も
有
利
の
條
件
を
以
て
原
料
を
供
給
し
、
之
に
代

へ
て
自
己
は
其
の

生
産
に
不
利
な
る
製
造
工
業
品
を
入
る
る
の
却
て
利
益
な

る
こ
ε
あ
り
、
散

に
是
等
の
理
由
の
み
を
以
て
は
未
だ

輸
出
税
賦
課
の
必
要
を
闡

明
す

る
に
足
ら
ざ
る
な
か
。

現
今
各
国
の
植
民
、地
に
於
て
輸
出
穐
を
課
す

る
も
の
は
甚
だ
多
し
、
例

へ
ば
英
国
の
植
民
地
中
印
度

に
於

て
は

米
・黄
麻
・茶
・皮
革
等
に
、
錫
蘭

に
於
て
は
黒
鉛
。規
那
等

に
、
馬
來
聯
邦
に
於
て
は
錫
に
、
亜
弗
利
加
の
植
民
地

に
於
て
は
象
牙
・講
談
等
に
輸
出
税
を
課
し
、
佛
國
の
植
民
地
中
西
印
度
に
於
て
は
砂
糖
。
珈
琲
・
加
々
阿
等
に
、
亜

弗
利
加
の
植
民
地

に
於
て
は
象
牙
・護
謨
其
の
他
の
特
産
物

に
、
印
度
支
那

に
於
て
は
米
穀
・魚
類
・絹
布
等
に
輸
出

税
を
課
し
、
和
蘭
の
植
民
地

に
於
て
も
亦
珈
琲
・煙
草
・錫

・藍
及
各
種
の
林
産
物
に
勤
し
て
輸
出
税
を
課

せ
り
、
而

し
て
課
税
の
目
的
は
何
れ
も
其
の
地
方
に
於
け
る
特
殊
の
産
物

の
溢
出
を
防
止
す
る
ε
共
に
、
之
に
依
り
て
叉
政

府
に
牧
人
を
得

ん
`
す
る
に
在
る
こ
・し
は
明
か
な
b
ε
難
も
、
時
ε
し
て
は
植
民
地

に
於
て
特
別
の
利
便
を
有
す

る
製
造
業
の
凝
蓬
を
、
輸
出
税
の
賦
課
に
依
り
て
助
成
せ
ん
ε
す
る
も
の
も
な
き
に
非
す
、
例

へ
ば
前
掲
馬
乗
聯

邦
の
錫
に
饗
す
る
輸
出
税
の
如
き
臓

一
部
此
の
目
的
に
出
つ
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
錫
鑛
精
錬
業
を
州
内

に
起
さ

し
め
ん
が
爲
め
し
、
蕾

に
錫
に
謝
し
て
課
税
す
る
の
み
な
ら
す
錫
鑛
に
謝
し
て
も
亦
特
別
の
課
税
を
駕
す
が
如
き

足

れ
な
軌
。
.

因
に
、

我
が
圃
の
植
民
地

に
封
ず

る
關
挽
主
義
は
母
国
・
植
民
地
問

に
統

一
的
の
關
税
制
度
を
布
か
ん
ピ
す



.

.

る
に
在
る
も
、
諸
種
の
事
情

の
爲
め
に
現
今
は
未
だ
徹
底
的
に
此
の
主
義
を
賢
将
し
得
ざ
る
も
の
あ
リ
マ
我
が

　

り

　

・植
民
地
中
墨
灘
は
領
有
の
當
初
に
於
て
は
諸
般
の
施
設
未
だ
其

の
緒

に
就

か
ざ
り
し
を
以
て
、
關
税
制
度

の
如

き
も

一
時
清
園
時
代
の
奮
制

に
依
り
た
る
も
、
明
治

二
十
入
作
十
月
全
島
の
卒
定
ε
共
に
施
政
方
針
.を
確
立
し
、

開
枕

に
.聞
し
て
も
母
国
政
府
"じ
交
渉

の
結
果
璽
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日
国
際
條
約
を
肇
溌

に
實
施
す
る
だ
同

時

に
、
從
來
の
満
國
海
關
税
率
.を
撤
壊
し
て
帝
国
現
行
の
運
上
目
録
税
率
を
適
用

ぜ
し
が
、
明
治
三
十
二
年

一

月

一
日
よ
.b
運
上
目
録
税
率

に
代
り
て
新
聞
税
定
率
法

(
明
治
三
+
年
三
月
法
徹
第
十
四
號
)
の
實
施
せ
ら
る

る
や
、
内
地

に
於

て
は
楡
出
税
を
屡
止
し
π
る
も
塁
海

に
於
て
は
術

ほ
之
を
以
て
重
要
な
る

　
吸
入
源

ε
看
做

し
、
且
當
時
の
毫
灘
の
産
業
状
態
よ
り
せ
ば
、
之
が
存
続
は
産
業
上
に
著
き
影
響
を
及
ば
す

が
如
き
も
の
に
非

ざ
り
し
よ
り
、
特
に
律
令
を
以
て
塁
灘
輸
出
税
及
出
港
枕
規
則
(明
治
三
十
二
年
七
月
律
令
第
十
九
號
)
を
定
め

て
之
を
縫
観
し
た
り
、
然
る
に
其

の
後
財
政
状
態
次
第

に
良
好
に
赴
け
る
ご
、
毫
濁
に
於
け
る
主
要
な
る
,産
物

例

へ
ば
製
糖
・製
茶
等
の
販
路

の
嬢
張
を
計
る
の
必
要
を
生
じ
だ
る
よ
り
、
荷
く
も
通
商

の
獲
展
を
阻
碍
す

る
の

虞
れ
あ
る
輸
出
視
の
如
き
臥
之
を
磨
止
す

る
に
如

か
す
ξ
な
し
、
終

に
明
治
四
十
三
年
+

一
月
に
至
り
て
之
が

履
止
を
断
行
せ
り
、
叉
輸
入
税
に
關
し
て
も
毫
溝
は
全
く
内
地

ε
事
情
を
異
に
せ
.る
よ
ゆ
、
蕾
に
輸
入
品

に
相

、蓮
あ

る
の
み
な
ら
す
、
假
令
、同

一
品
目
に
験
す
る
も
の
円
錐
も
其
の
實
質
及
償
格
に
著
き
差
異
あ
る
よ
6

、
内

,
、

地

ご
共
通
の
關
税
定
率
法
に
擦
る
輸
入
税
拳
を
直
ち

に
適
用
し
難
き
事
情
あ
る
を
以
て
、
種
魚
.
蔬
菜
.支
那
麺

論

哉

一

植
民
地
の
跡
敷
政
策
に
蔓

・て
(三
)

第
+
暮

(契

號

一
三
)

七
二
七
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論

ゴ説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
毒
て
(
三
)

第
十
.一
巻

(第
六
號

二
四
)

七
二
入

類
・
人
蔘

・生
綿
及
繰
締
・屑
綿
及
故
綿
・
故

ゴ
ソ

ニ
ー
嚢
・
唐
紙
・琵
・
陶
磁
器
破
片
及
確
琵
等

に
掛
し
て
は
、

嘉

濁
に
特
別
の
輸
入
税
牽

を
定
め
て
之
を
施
行
し
た
り

(明
治
四
十
年
三
月
法
律
第
三
十
號
墓
濁

　
於

有
ル
特
別

ノ
輸

入
税

一一
關

ス
ル
件

)、

然
る
に
明
治
三
+
二
年
七
月
以
降
實
施

せ
ら
れ
た
る
通
商
航
海
條
約
は
明
治
四
十

四
年
七
月
を
以
て
期
限
満
了
す

る
が
故
に
、
政
府
は
此

の
機
會
に
於

て
従
来
の
片
務
的
の
協
定
税
率
を
廃
し
て

嬰
務
的
の
も
の
ε
な
さ
ん
ε
欲
し
、
關
穐
定
筆
法
に

】
大
敗
正
を
加

へ
明
治
四
十
三
年
注
律
第
五
十
四
號
を
以

て
之
を
公
布
せ
し
が
、

該
定
率
法
の
輸
入
税
表
は
前
摘
毫
灘

に
於
け

る
特
別
輸

入
税
率

を
.参
酌

し
た
る
を
以

.

て
、
同
法
の
施
行
ε
共

に
特
別
税
率
在
世
の
必
要
な
き
に
至
り
、
明
治
四
十
四
年
七
月
十
山
ハ
日
限
り
之
を
屡
止

せ
り
、
爾
來
皇
濁
に
於
て
は
母
國
ε
統

一
的
の
關
税
制
度
行
は
る
る
に
至
れ
b
帆

　

　

朝
鮮
は
明
治
四
+
三
年
八
月
之
を
我
が
國
に
併
合
し
た
る
こ
ぼ

因
り
従
来
の
朝
鮮
群

団
問
の
係
約
は
其

の
敵
方
を
失
し
、
経
て
關
税
制
度
の
如
き
も
何
等
條
釣
上
の
制
限
を
受
く
る
こ
ε
な
き
に
至
b
た
り
ご
難
も
、

列
国
に
封
ず
る
情
誼
上
裁
が
國
は
十
箇
年
間
は
關
視
を
其

の
儘
据
置
く

べ
き
旨
を
併
合

の
宣
言
ご
同
時
.に
聲
明

し
た
る
を
以
て
、
少
く
こ
も
其
の
期
間
中
は
關
枕
制
度

の
根
本
的
改
革
を
断
行
す

る
を
得
す
、
唯
此

の
聲
明
に

・

瓶
鯛

せ
ざ
る
範
團
に
於
て
必
要

に
慮

じ
徐

々
柔
改
正
を
施
し
、
明
治
四
十
五

讐

二
月
朝
鮮
關
税
金
及
朝
鮮
關
視

定
率
令

を
制
定
し
て
、
輪
移
出
税
は
小
変
・大
豆
・
小
豆
・荏
胡
瓶
.子
・
生
牛
・牛
皮
・
石
炭
及
鐵
鑛

の
八
種

に
限
b

他
臓
凡
て
之
を
屡
止
し
、
翌
大
正
二
年
十
月

に
は
加
工
製
造
等
の
矯
め
に
輸
移
入
し
、

一
箇
年
以
内

に
加
工
製

(1)墓 濁偲督府刊『壷灘税務 史』上巻 五三三 頁以下蓼照、



遣
し
て
輸
移
出
せ
ら
る

べ
き
貨
物
は
輸
移
入
枇
を
免
除
し
、
次
で
大
正
四
年
十

一
月

に
は
金
・
銀
・
銅
・
鐵
等

の
鑛

業
及
製
鐘
業
に
必
要
な
乃
物

の
輸
移
入
税
を
免
じ
、
大
正
七
年
三
月
に
は

　
定
量
の
銑
鐵
若
く
ば
鋼
鐵
の
製
造

能
力
を
有
す

乃
製
鐵
業

に
必
要
な
る
物
の
輸
移
入
税
の
冤
除
及
石
炭

の
輪
移
入
挽
の
縢
止
を
断
行
し
、
更

に
大

正
八
年
四
月
に
は
馬
匹
及
綿
羊

に
封
ず
る
翰
移
入
税
を
慶
す
る
ε
共

に
ヤ
前
掲
八
種
の
物
品

に
封
ず
る
輸
移
出

税
も
同
年
度
以
後
鳳
之
を
全
康
す
る
等
、
時
勢
の
要
求
に
鷹
じ
て
能

ふ
限
り
母
國
の
制
度
に
近
か
し
め
ん
こ
ε

に
努
め
し
が
、
本
年
八
月
廿
九
日
を
以
て
併
合
役
満
十
箇
年
を
脛
過
し
、
列
国
に
謝
し
て
聲
明
し
た
る
關
視
据
置

期
間
の
満
了
せ
る
を
機
ご
し
、内
地
・朝
鮮
間

に
原
則
ε
し
て
は
統

一
的
の
開
枕
制
度
を
施
行
す
る
こ
ε
ε
な
れ

り
(大
正
九
年
八
月
勅
令
第
三
百
六
號
關
税
法
等
ヲ
朝
鮮

二
施
行

ス
川
/
件
)
、
撚
れ
こ
も
朝
鮮
の
現
在

の
産
業

状
態
及
風
度
を
以
て
し
て
は
、
悉
く
母
国
ε
同

一
の
税
率
を
適
用
し
或
は
同

一
の
取
扱
を
籍
し
能
は
ざ
る
も
の

あ
る
よ
り
、
之
が
爲
め
に
は
特
例
を
設
け
て
税
率
の
輕
賊
若
く
ば
死
際
を
行
ふ
こ
ご
こ
せ
り
〔
大
正
九
年
八
月
法

律
第
五
+
三
越

、
又
朝
鮮

に
於
け
る
脚
内
地
移
入
税
は
従
来
重
要
塗
る

一
歳
入
源
を
形
造
り

つ
つ
あ
り
し
を
以

て
、
財
政
上
遽

か
に
之
を
撤
慶
し
難
き
事
情
あ
る
よ
り
大
正
十
年
三
月
三
十

一
日
迄
存
置
す
る
こ
ご
`
し

(
.大

正
九
年
八
月
制
令
第
十
九
號
朝
鮮

二
移
入

ス
ル
物
品

ノ
移
入
椀
等

二
關

ス
ル
件
)、
内
地
に
於
け
る
封
朝
鮮
移
入

税
は
之
を
廃
止
す
乃
も
、内
地
・嘉
灘
叉
は
樺
太

に
於
て
内
国
挽
を
課
す
る
物
又
は
朝
鮮
に
於
て
特
別
輸
入
税
を

課
し
た
乃
肋
を
朝
鮮
よ
ゆ
移
出
す

る
時
は
、
移
出

の
際

之
を
調
節

せ
ん
が
爲

め
に
出
港
税
を
課
す
る
こ
ε
己
な

.

輪

読

狸

携

骸

綴

に
疏
髪

(三
}

.

卑

霧

童

號

二
五
)

■竺

九

虚

■



●

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
(三
)

第
十
一巻

(第
六
號

二
六
)

ゼ
三
〇
.

れ
り
(大
正
九
年
八
月
制
令
第
二
十

一
號
朝
鮮
出
港
視
令
)
、
故

に
朝
鮮
の
關
視
制
度
は
母
國
に
勤
す
る
關
係
に

於

て
は
未
だ
統

一
主
義
を
徹
底
的

に
實
行
ず

る
に
至
ら
す
。

ゆ

　

共
の
他
の
植
民
地

に
就
き
て
は
樺
太
は
領
有
後
直
ち
に
母
国
の
關
視
制
度

の
下
に
統

一
せ
ら
れ
陀
る
を
以
て

　
　

　

　

關
視
上

に
於
て
は
内
地
ε
異
な
る
こ
ε
な
し
。
關
東
川
は
本
来
租
借
地

に
し
て
純
然
だ
る
植
民
地

に
非
ざ
る
が

故

に
、
他
の
植
艮
地

ご
は
事
情
を
異
に
し
獲
て
關
枕
上
に
於
て
も
亦
特
別
の
取
扱
を
受
く
、
帥
ち
關
東
州

に
輸

入
せ
ら
る
る
貨
物
は
租
借
地
の
境
界
を
越
ゑ
ざ
.る
限
り
は
輸
入
税
を
課
せ
ら
る
る
こ
ご
な
き
も
、
其
境
界
を
越

ゑ
て
満
國
内
地
に
鹸
…進
せ
ん
ε
す

る
時
は
輸
入
税
を
課
せ
ら
れ
、
叉
關
東
州

よ
り
日
本
内
地

に
輸

入
す
る
貨
物

に
謝
し
て
.は
我
が
關
税
の
最
低
視
牽
を
適
用
せ
ら
る
。

植
民
地

の
歳
入
作
成
の

一
方
法
ε
し
て
の
關
挽
問
題
を
終
る
北
萢

み
更
に

一
吉
を
附

加
す
.べ
態
は
、若

し
母
国
.

植
民
地
問
に
統

一
的
の
關
税
制
度
を
實
付
せ
る
場
合
に
、
常
談
植
民
地
が
文
化
の
程
度
に
於
て
殆
ん
ご
相
似
た
る

他
国
の
領
土
ε
境
を
接
し
、
或
は
少

く
ε
も
羅
國
。
植
民
地
問
の
距
離
よ
り
は
遙
に
接
近
せ
る
場
合
に
は
、
母
國
に

謝
す

る
交
通
よ
り
は
寧
ろ
是
等

の
隣
接
地
方
に
謝
す
る
交
通
の
頻
繁
嬢
る
べ
き
は
常
総
に
し
て
、
從
て
通
商
上
に

於
て
も
極
め
て
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
が
如
き
場
合
に
、
統

一
開
枕
主
義

に
依
り
斯
か
る
隣
接
地
方
ざ
難
も
嚴

格

に
之
を
他
國
の
領
土
こ
し
て
取
扱
ひ
、
従
孫
両
者
の
間
に
存
在
せ
る
密
接
な
る
通
商
關
係
を
毫
も
顧
み
ざ

る
が

如
き
は
、
結
局
自
国
の
植
民
地
に
不
利
を
齎
す
も

の
ε
盲
は
ざ
る
べ
か
ら
す

、
敬

に
此
の
如
き
事
情
の
存
す

る
場



合
に
は
γ
特

に
隣
接
地
方
に
封
ず

る
例
外
的
の
關
挽
規
定
を
設
け
、
植
艮
地
ε
の
通
商
關
係
を
或
程
度
迄
保
障
す

る
の
必
要
あ
り
、

例

へ
ば
ア
ル
ヂ
エ
リ
ー

に
於
て
は
其

の
隣
接
地
方
々
る
チ
ュ
ー

ニ
ス
.
モ
.ロ
ッ
・コ
及
南

ア
ル
ヂ
ェ

リ
レ
等
の
屋
物
に
し
て
園
内

に
輸
入
せ
ら
る
る
も
の
は
之
を
無
視
ε
し
、
以
て
統

一
的
關
視
制
度

の
例
外
を
認
め

だ
る
が
如
き
は
暴
れ
な
ウ
。

尤
も
隣
接
地
方
に
封
ず

る
通
商
を
特
恵
制
度
の
下
に
置
く
時
は
、
之
が
爲
め
に
母
国
醤
植
民
地
問
の
通
商
は
多

少
打
撃
を
受
く
る
こ
酋
め
る
べ
し
ご
難
も
、
若
し
此
の
如

く
爲
す

こ
ε
が
植
民
地
の
現
状

に
照

し
て
必
要
且
有
利

な
る
事
懐
…め
る
…場
合
に
は
、
母
国
は
植
民
　地
の
爲
め
に
斯

か
る
犠
牲
は
之
を
忍
ぶ
の
畳
悟
…な
か
る

べ
か
ら
す

丙
唯

之
を
許
す
に
當
め
で
注
意
す

べ
き
は
隣
接
地
方
よ
り
の
輸
入
品
は
該
地
方
の
産
物
把
る
こ
ε
及
之
に
代
る

べ
き
母

國
品
を
以
て
し
て
は
民
度
叉
は
嗜
好
に
漉
せ
ざ
る
こ
ε
の
條
件
を
具
備
す

る
を
要
す

、
斯

か
る
性
質
を
有
す
る
貨

物
は
、
植
民
地
に
於
て
も
多
く
は
他
国
`
の
隣
接
地
帯
に
居
住
し
、
若
く
ば
其
の
文
化
的
生
活
に
於
て
未
だ
母
国

民

に
及
ば
ざ

る
こ
ご
遙
な
る

一
部
の
土
民
間

に
主
ε
し
て
需
要
せ
ら
る
る
も
の
に
し
て
、
彼
等
の
嗜
好
及
生
活
程

度
の
向
上
に
件
ひ
徐
力
に
其
の
需
要
.を
減
す

る
に
至
る

べ
き
は
、明
か
な
る
を
以
て
、
之
が
爲
め
に
受
く
る
母
国
の

打
撃
は
決
し
て
永
久
的
の
も
の
に
非
す
、
叉
假
分
永
久
的
の
性
質
を
有
す

る
湯
冷
ε
錐
も
、
隣
接
地
方

に
封
ず
る

癒
商
關
係
の
維
持
は
、
其

の
年
面
に
於
て
は
植
民
地
産
物

の
債
絡
の
激
愛
を
調
節
し
得
る
の
飲
果
あ
る
を
以
て
.、

必
ず
し
も
失
ふ
所
は
以
て
得

る
所
を
償

ふ
に
足
.ら
す
ビ
罹
す

る
を
得
ざ
る
な
り
。

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
音
て
〔三
)

第
+
霧

(第
六
號

二
七
)

七
=二

●



,

論

説

植
母
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
(三
)

第
十
一
巻

(第
六
號

目
.
一八
)

七
三
二

但
し
此
の
如
き
特
殊

の
制
度
の
貴
行
に
關
し
て
考
慮
す

べ
き

「
事
は
、
植
民
地
勤
隣
接
地
方
の
通
商
は
特
恵
關

税
制
度
を
以
て
律
し
、
母
国
甥
植
民
地
間

の
通
商
は
統

一
關
視
制
度
に
依
る
ご
せ
ば
、
母
国
・
植
民
地
間

に
は
關
視

の
障
壁
な
き
よ
り
、
隣
接
地
方
の
産
物
に
し
て
若

し
母
国
民
の
需
要
す

る
が
如
き
も
の
あ
る
時
は
、
普
通
の
輸
入

税
を
課
せ
ら

る
べ
ぎ
直
接
輸
入
の
方
法
に
依
る
よ
り
は
、
特
恵
的
の
取
扱
を
受
く
る
植
民
地
を
経
由
し
て
無
視
若

く
ば
極
め
て
軽
微
な
る
課
税
の
下
に
、
間
接
輸
入
の
方
法

に
依
b
て
母
国
の
市
場
に
現
は
る
る
に
至
る
の
虞
れ
な

し
ご
せ
ざ
る
こ
ε
足
れ
な
り
、
故
に
斯
か
る
弊
害
を
防
止

せ
ん
が
爲
め
に
は
、
植
民
地
を
経
て
母
園
内
に
輸
入
せ

ら
る
る
隣
接
地
方

の
産
物
に
謝
し
て
は
、
母
国
の

一
般
關
税
率
に
擦
る
課
税
額
よ
り
植
民
地
劉
隣
接
地
方
の
特
.恵

、

關
税
率
に
櫨

る
課
税
額
を
控
除
し
π
る
差
額
碧

し
特
恵
視
牽
に
撮
し
無
税
な
る
時
空

般
視
牽
に
擦
る
全
額
)
を

ノ

更
に
徴
牧
す
る
か
、
然
ら
す
ん
ぱ
植
民
地
を
し
て
隣
接
地
方
の
産
物
の
移
出
に
謝
し
て
は
別
に
課
税
を
爲
す
の
方

法
、
(例

へ
ば
出
港
税
を
課
す
る
の
類
)
を
採
用
せ
し
む
る
を
要
す
、
此
く
せ
ぱ
特
恵
制
度
の
下

に
隣
接
地
方
の
産

.

物
の
母
園
内
に
濫
入
す
る
が
如

き
弊
を
防
.止
す
る
こ
ご
を
得

べ
し
。

ラニ

内
地
消
費
税

植
民
地
に
於
け
る
内
地
消
費
税
賦
課
の
目
的
に
も
亦
二
あ
り
、

一
は
之
に
依
り
て
直
接
政
府

(弔
牧
人
を
得
ん
ビ
す

る
も
の
に
し
て
、
他
は
之
を
以
て
間
接
に
土
民
保
護

の
目
的
を
達
せ
ん
ご
す
る
も
の
暴
れ
な

.

り
、
直
接
政
府

に
敗
入
を
得

ん
ビ
す

る
黙
よ
b
諭
す
る
時
は
、
課
税

の
爲
ぬ
に
署
一
真

の
消
費
を
減
少
す

る
が
如

き
貨
物
は
、
重
要
な
る
税
源
ε
粥
す
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
廣
く
各
人
の
消
費
に
適
し
且
多
少
償
格
の
騰
貴
す

る



こ
ε
あ
b
ε
も
、
左
迄
需
要
を
減
少
せ
ざ

る
が
如
き
貨
物
を
選
揮
す

る
の
必
要
あ
り
、
故
に
牧
入
を
目
的
ε
す
る

植
民
地
の
浩
費
視
は
、
多
↑
は
日
常
の
生
悟
品

(例

へ
ば
穀
類
・肉
類
・櫨
等
の
如
し
)
に
謝
し
て
課

せ
ら
る
る
を

常

ε
す
、
此
の
種
の
消
費
税
は

　
般
に
富
者

に
は
苦
痛
を
威
せ
し
む
る
こ
ご
小
な
る
も
、
貧
者

に
は
其

の
生
活
を

益

々
困
難
な
ら
し
む
る
結
果
を
生
す

べ
き
が
故
に
、
此
の
黙

よ
り
せ
ば
決
し
て
良
好
な
る
租
税

ε
稠
す

る
を
得
ず

ご
錐
も
、
植
民
地
の
如
き
文
化

の
程
度
の
未
だ
母
国
に
及
ば
ざ
る
所
に
在
b
て
は
、
富
の
集
牛
も
亦
母
国
[の
如
く

に
激
甚
な
ら
す
、
獲
て
貧
富

の
懸
隔

に
於
て
も
左
迄
人
な
ら
ざ
る
ε
、
牧
人
の

一
部
を
清
盛
税
に
仰
ぐ
の
必
要
あ
る

場
合
に
は
、
他

に
適
當
な
る
課
税
物
騰
を
嶽
見
す

る
こ
ご
能
は
ざ
る
よ
b
、
植
民
地
塗
般
に
通
じ
て
消
費
せ
ら
る

る
日
常

の
貨
物

に
課
税
し
て
之
よ
り
共
の
吸
入
を
得
ん
ご
す
る
は
、
必
ず
し
も
非
難
す

べ
き
に
め
ら
ざ
る
な
)
。

日
常

の
生
活
品
に
饗
す

る
課
税
は
土
風
保
護
の
目
的
を
以
て
す
る
課
税
ε
.異
な
り
、
其

の
視
牽
の
決
定
に
.關
し

て
は
慎
重
な
る
考
慮
を
要
す
、
師
ち
視
牽
低
き
に
過
ぐ
る
時
は
、
之
を
以
て
主
要
な
る
版
入
源

ε
な
す
所

に
於
て

は
所
要
の
歳
入
を
得
る
こ
ご
難
く
、
反
之
、
植
一民
地
の

一
般
民
度
に
照
し
て
共
の
税
率
高
き
に
失
す
る
時
は
、
住

民
の
生
活
を
困
難
な
ら

し
む

る
結
果
統
治
上

に
諸
種
の
障
碍
を
生
せ
し
む

ぺ
け
れ
ば
な
り
、
嘗

て
印
度
に
於
て
撞

に
謝

し
て
課
税
し
た
る
に
、
之
よ
り
生
す

る
股
入
は
全
租
税
吸
入
の
約

一
割
に
該
當
し
、
極

め
て
重
要
な
る

一
歳

入
源
を
形
造
b
た
り
ε
雌
も
、
貧
困
な
る
多
数
の
印
度
人
に
ε
り
て
は
其

の
税
率
高
き
に
失
せ
る
も
の
の
如
く
、

継
て
彼
等
は
假
令
健
康
を
害
す
る
も
裸
視
の
苦
痛
を
免
れ
ん
ε
し
て
、
撞
の
消
費
を
節
約
す

る
が
如
き
弊
を
生
せ

輪

眈

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
(三
)

第
十
一
巻

(第
六
號

二
九
)

七
三
三
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し
か
ば
、
政
府
も
終

に
止
む
な
一

一
九
〇
三
年
に
該
視
の
軽
減
を
断
行
し
た
る
が
如
き
は
其
の

一
例
た
b
。
、

次
に
内
地
消
費
桃
の
賦
課
に
依
b
て
間
接
に
土
民
保
護
の
目
的
を
達

せ
ん
ξ
す
る
黙
よ
り
論
ず

る
塒
は
、
如
何

な
る
貨
物

に
課
税
す

べ
き
か
は
、
全
く
各
植
民
地

に
於
け
る
土
民
の
悪
風
弊
習
の
如
何

に
依
り
て
決
せ
ら
る
、

一

般
的

に
之
を
論
ず

る
時
は
文
化

の
程
度
の
劣
れ
る
人
種
間
に
於

て
は
飲
酒
・博
奕
等
の
悪
風
熾
ん
に
七
て
、矯

め
に

遊
惰
津
浪
の
徒
を
増
加
せ
し
む
る
の
弊
詫
だ
大
な
る
が
故
に
、
之
が
防
止
の

一
手
段

ε
し
て
斯

か
る
悪
風
の
誘
因

ε
な
り
、
若
く
ば
之
が
億
播
を
媒
介
す
る
が
如
き
貨
物
(例

へ
ば
張
慰
な
る
酒
精
飲
料
及
骨
牌
等

の
如
し
}
に
課
挽

す

る
は
、
即
ち
此

の
目
的
に
恋
せ
ん
ε
す
る
も
の
な
り
、
彼

の
北
緯
二
十
度
よ
り
南
緯
二
十
二
度
に
亘
る
亜
弗
利

加
内
地

の
植
民
地
に
於
て
、.
酒
精
を
含
有
す

る
飲
料
に
謝

し
て

一
ヘ
ク
ト
リ
ー
タ
ー
即
ち
我
が
五
斗
五
升
醗
に
付

十
五
法
以
上
の
課
税
を
寫
す

べ
き
こ
ご
を
、

一
八
九
〇
年

の
プ
ラ
ン
セ
ル
の
列
国
會
議
に
於
て
決
議

し
、

其
の
後

一
八
九
九
年
の
會
議

に
は
更
に
其
の
牽
を
高
め
、
五
割
の
酒
精
分
を
含
有
す
る
飲
料

に
醤
し
て
は
七
十
注
迄
の
課

税
を
爲
し
得

べ
ぎ

こ
`
を
定
め
た
る
が
如
き
は
印
ち
之
に
属
す
。

植
民
地
に
於
け
る
内
地
消
費
税
の
賦
課
に
關
し
て
も
従
来
異
り
た
る
二
箇

の
主
義
あ
り
.、

一
は
統
.
一
主
義

に
し

て
他
は
猫
立
士
山義
足
れ
な
り
、
統

一
主
義
ざ
は
植
民
地

に
於
て
内
地
消
費
税
を
課
す
る
場
合

に
は
、
成

る
べ
く
母

國
の
税
法
に
準
撮

し
、
.能

ふ
限
り
母
国
及
植
民
地
間
に
裸
視

の
統

一
を
計
ら
ん
ご
す
る
も

の
に
し
て
、
佛
國
は
之

が
代
表
者
ご
相
す

る
を
得

べ
し
、
然
る
に
凋
立
主
義
ε
は
之
に
反
し
て
母
国

巴
全
く
異
な
れ
る
特
殊

の
税
法
を
植

民
地

に
認
め
ん
ε
す
る
も
の
に
し
て
、
英
国
は
即
ち
此
の
主
義

に
依
れ
b
、
直
接
税
の
賦
課
に
關
し
て
は
各
国
殆

」

露



ん
.芝
母
国
ご
植
民
地

ご
を
同

一
に
取
扱
は
ん
ε
す

る
も
の
な
き
に
、
間
接
視

に
付

き
て
は
然
ら
ざ
る
所
以
は
、
.直

接
枕
の
課
税
物
艦
は
母
国
・植
民
地
及
植
民
地
相
互
の
間

に
於
て
も
著
ぎ
差
異
あ
る
も
、間
接
税

の
課
税
物
禮

に
は

さ

コ

左
迄
顯
著
な
る
差
異
を
認
む

べ
か
ら
ざ
る
`
、
叉
催
合
蛙
ハの
差
異
存
す
る
も
殊

に
内
地
游
費
税

の
如
き
は
、
(
一
)

貨
物
の
溝
費
者
が
任
意
の
時
期
に
任
意

の
額
を
負
捻
せ
ば
足
り
、
(
二
)
且
斯
か
る
貨
物
を
消
費
す
る
資
格
め
る
者

は
母
国
人
π
る
ε
植
民
地
住
最
た
る
ε
に
依
り
て
櫓
杭
能
力
に
著
き
相
違
な
か
る
べ
く
、
.(三
)
ス
傲
令
其

の
能
力

に
相
違
あ
b
ε
す
る
も
、
斯
か
る
相
違
は
自
ら
消
費
物
の
撒
最
上
に
現
は
れ
自
己
の
任
意

に
其

の
負
据
を
伸
縮
せ

し
め
得

べ
き
が
故

に
、
直
接
税

の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
植
民
地
に
謝
し
て
特
別
の
税
法
を
認
む
る
の
必
要
な

へ

し
ご
言

ぷ
に
在
る
が
如
し
。

撚
れ
こ
も
課
税
問
題
を
考
察
す

る
に
當
り
て
常
.に
注
意
す

べ
き
は
、
凡
そ
課
税
は
政
府

の
財
政
上
の
必
要
を
充

た
す
に
足

る
ε
共

に
.、
叉
其

の
住
民
の
櫓
税
能
力
如
何
を
察
し
、
之
ざ
相
調
和
心
得

べ
き
黙
に
於
て
視
摩
を
決
定

せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
な
こ
ご
足
れ
な
り
、
殊

に
近
世
各
国
の
植
民
地

に
封
ず
る
方
針
は
、
既

に
述

べ
た
る
が
如
く
財

政
的
日
給
を
以
て
阻
想
ご
な
し
、
植
民
地
を
し
て
成

る
べ
く
母
國
の
援
助
に
依
頼
す
る
こ
ε
な
か
ら
し
む
る
ε
共

に
、
母
国
も
亦
植
民
地
の
財
源

に
依
頼
す

べ
か
ら
ざ
る
主
義
を
探
り

つ
つ
あ
る
が
故
に
、
植
民
地

に
於
け
る
.課
税

問
題
も
此

の
主
義
に
基
き
、
植
民
地
自
己
の
財
政
上
の
必
要
及
其
の
桂
艮
の
櫓
税
能
力
を
基
礎

ε
し
て
之
を
決
定

せ
ざ
る

べ
か
ら
す
・
若
し
植
民
地

t

て
母
国
高

・あ

財
政
⊥
の
必
要
及
脛
滑
止
の
實
力
を
有
す
喜

ば
、
母

国

の
枇
注
を
移
し

て
植
民
地

に
適

用
す

る
こ
ε
も
必

ず

し
も

不
可
な
り

電
せ
ざ

る
も
、
普

通
植

民
地
は
此

功
如

き

論

説

植
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資

格

を
有
す

る
も

の
に
非

す
、
果

し
て
熱

り
こ
せ
ば
財

政

上

の
必
要

に
於
て
も
亦
経
済

上

の
實

力

に
於

て
も
同
説

す

べ
か
ら

ざ

る
植

民
地
を
母

国

の
税
法

に
依
り

て
統

」

せ
ん

ご
す

る
が
如

き
は
、
課
税

の
本
義

・し
相
.容

れ
ざ

る
も

の
ε
百

は
ざ

る
可

か
ら
す

湘
斯

か
る
制
度

は
本
来
植
民

地

の
財

政
上
及
纒
濟

上

の
實

情
を
墓
.礎

ε
し
て
制

定
せ
ら

れ
た

る
も

の

に
非

ざ

る
が
故

に
、
其

の
結

果
は
或

は
植

民
地
政

府

に
必
要

な
き
肢
入
を
生

越
し

め
、
或

は
.一
般
住

●

艮
の
捲
税
能
力
に
不
相
懸
な
る
負
捲
を
張
ふ
る
こ
ε
ど
な
る
等
、
結
局
植
民
地
住
民
の
生
活
上

に
少
か
ら
ざ

る
打

撃
を
與
ふ
る
に
至
る

べ
し
.
現
に
我
が
國
に
於
て
も
毫
灘
に
て
或
種
の
貨
物
例

へ
ば
砂
糖
・
石
油
・織
物
等
に
母
国

の
税
法
に
準
櫨

し
て
課
税
し
た
る
結
果
、

一
方

緊
於
て
は
特
に
必
要
な
き
牧
人
を
増
加
し
た
り
ε
雌
も
、
他
方

に

於
て
は
又
庇

の
種
の
産
業
の
獲
蓬
及

　
般
住
民
の
生
活
上
に
打
撃
を
興

へ
、
右
手

に
租
税
を
賦
課
し
つ
つ
左
手
に

是
等
の
産
業
を
保
護
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
が
如
き
奇
観
を
呈
し
た
る
こ
ε
あ
り
、
加
之
、
植
民
地
住
民
の
文
化
の

程
度
は

一
般

に
母
國
人
の
比
に
非
ざ
る
が
故
に
、
膏
に
租
挽
制
度
の
み
な
ら
す

一
切
の
制
度
に
於
て
不
易
を
貴
み
、
・

殊
に
税
牽
の
如
き
は
成
る

べ
く
簡
明
な
る
を
可
ご
し
、
母
国
の
如
く
に
複
雑
緻
密
な
る
規
定
は
之
を
避
く
る
の
必

要
あ
ウ
、
此

の
黙
よ
り
す
る
も
母
國
及
植
民
地
に
統

山
顛

の
課
娩
制
度
を
實
行

せ
ん
`
す
る
が
如
き
は
誤
れ
り
ε

言
は
ざ
る
可
か
ら
す
、
我
が
邦
の
植
民
地
中
朝
鮮
及
樺
太

の
如
き
は
.
現
在

の
財
政
上
の
缺
乏
を
充
た
さ
ん
茄
爲

め
に
は
、
將
來
各
種
の
間
接
税
を
起
す
の
必
要
を
生
す

べ
き
は
明
か
に
し
て
、
内
地
産
業
の
獲
達
を
害
し
若
く
ば

も
　

に

住
民
に
多
大
の
苦
痛
を
威
ぜ
し
め
ざ
る
程
度

に
於

て
、
牧
入
源
を
藪
に
求
む
る
は
久
止
む
を
得
ざ
る
も

の
あ
り
ε

雌
も
、
其
の
課
税
主
義
は
固
よ
b
濁
立
生
義

に
依
ら
ざ
る

ぺ
か
ら
す

ご
湾

ふ
。

・

「


